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東慶寺




　
名
勝
瑞
泉
寺
庭
園

　
紅
葉
ケ
谷
を
囲
む
三
方
の
山
が
天
然
の
垣
根
を

な
し
、
わ
ず
か
に
開
け
た
西
の
空
に
富
士
山
を
仰

ぐ
こ
の
地
を
選
び
、
天
台
山
、
錦
屏
山
を
背
景
と

し
て
、
夢
窓
国
師
は
庭
園
を
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
鎌
倉
石
の
岩
盤
に
地
形
に
応
じ
地
質
に
即
し

て
巧
み
に
大
い
な
る
彫
刻
を
ほ
ど
こ
し
た
、
鎌
倉

な
ら
で
は
性
格
の
も
の
で
し
た
。
境
内
の
北
の
一

隅
の
岩
壁
の
正
面
に
大
き
な
洞
（
天
女
洞
）
を
彫

っ
て
水
月
観
の
道
場
と
な
し
、
東
側
に
は
坐
禅
の

た
め
の
窟
（
坐
禅
窟
・
荏
光
窟
）
を
う
が
ち
ま
し

た
。
天
女
洞
の
前
に
は
池
を
掘
っ
て
貯
清
池
と
名

づ
け
、
池
の
中
央
は
掘
り
残
し
て
島
と
な
し
ま
し

た
。
水
流
を
東
側
に
辿
れ
ば
滝
壷
に
水
分
け
石
が

あ
り
、
垂
直
の
岩
壁
は
滝
、
そ
の
上
方
を
さ
ら
に

辿
れ
ば
貯
水
槽
が
あ
っ
て
天
水
を
蓄
え
、
要
に
応

じ
て
水
を
落
と
す
し
つ
ら
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

池
の
西
側
に
は
二
つ
の
橋
が
か
か
り
、
こ
れ
を
渡

る
と
お
の
ず
か
ら
他
の
背
後
の
山
を
辿
る
闇
路
に

導
か
れ
ま
す
。
非
公
開
で
す
が
二
つ
の
橋
も
数
え

て
十
八
曲
り
に
園
路
を
登
る
と
錦
屏
山
の
山
頂
に

出
て
、
私
た
ち
は
そ
こ
に
ま
た
大
き
な
庭
と
出
会

い
ま
す
。
鶴
ケ
岡
か
ら
鎌
倉
周
囲
の
山
並
み
が
幾

重
に
も
波
状
を
な
し
て
重
な
り
、
遠
く
に
は
箱
根

の
山
々
が
か
す
み
、
右
手
に
霊
峰
富
士
が
大
き
く

裾
を
広
げ
る
足
下
に
は
、
相
模
湾
が
自
然
の
池
を

な
し
て
い
る
の
で
す
。
借
景
の
大
庭
園
の
広
が
る

こ
の
山
頂
に
夢
窓
国
師
は
小
亭
を
建
て
、
偏
界
一

覧
亭
と
名
づ
け
ま
し
た
。

　
岩
盤
を
彫
刻
的
手
法
に
よ
っ
て
庭
園
と
な
し
た
、

「
岩
庭
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
こ
の
庭
園
は
、
書
院
庭
園

の
さ
き
が
け
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
鎌
倉
に
残
る

鎌
倉
時
代
唯
一
の
庭
園
な
の
で
す
。

--

由来記
　報国寺は、建武元年（1334）に創建された、臨済宗･建長寺派の禅宗寺院です。

開山は天岸慧広（仏乗禅師）、開基は足利家時（足利尊氏の祖父）です。

本尊は釈迦如来坐像（市指定文化財）で、仏師宅間法眼作と伝えられています。

他に開山仏乗禅師像（市指定文化財）1347年作や、迦葉尊者像などを御堂に安置

し、さらに、開山の著書「東帰集」（国指定重要文化財）や、開山使用の木印

（国指定重要文化財）は、鎌倉国宝飾に保管されています。

休耕庵という塔頭の跡に孟宗竹が生え、現在の「竹の庭」になりました。

どうぞ、心静かに、御参拝下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　合掌

　
　
　
　
　
　
　
北
鎌
倉
　
松
ケ
岡
東
慶
寺
略
誌

　
禅
・
臨
済
宗
。
鎌
倉
市
山
の
内
、
横
須
賀
練
北
鎌
倉
駅
前
、
徒
歩
三
分
、
開
山
は
北
条
時
宗
夫
入
党
山
尼
。

弘
安
八
年
（
こ
一
八
五
）
開
創
。
五
世
後
醍
醐
天
皇
皇
女
用
堂
尼
以
来
松
ケ
岡
御
所
と
い
わ
れ
、
二
十
世
は

豊
臣
秀
頼
息
女
天
秀
尼
、
明
治
に
至
る
ま
で
男
子
禁
制
の
尼
寺
で
、
駈
入
寺
ま
た
縁
切
寺
と
し
て
あ
ま
た
の

女
人
を
救
済
し
た
。
今
は
前
円
覚
寺
管
長
釈
宗
演
禅
師
を
中
興
開
山
と
す
る
男
僧
寺
。

　
聖
観
音
（
重
文
）
、
初
音
蒔
絵
火
取
母
（
重
文
）
、
キ
リ
シ
タ
ン
聖
餅
箱
｛
重
文
｝
、
古
文
書
、
練
切
文
書
、

禅
僧
の
墨
跡
等
は
松
ケ
岡
宝
蔵
に
出
陳
、
水
月
観
音
（
県
重
文
）
は
水
月
堂
に
安
置
。

　
西
田
幾
多
郎
、
岩
波
茂
雄
、
太
田
水
稼
、
和
辻
哲
郎
、
三
枝
博
音
、
高
見
順
、
川
田
順
、
安
倍
能
成
、
鈴

木
大
拙
、
小
林
秀
雄
、
田
村
俊
子
等
の
墓
、
前
田
青
郵
筆
塚
、
向
陵
塚
、
佐
佐
木
僧
綱
歌
碑
、
四
賀
光
子
歌

碑
等
が
あ
る
。

義
と
眺
望
の
寺

由
緒
　
当
山
は
正
式
な
名
称
を
「
海
光
山
恙
無
院
長
谷
寺
」
と
号
し
、

伝
来
す
る
縁
起
に
曰
く
、
そ
の
開
創
は
聖
武
天
皇
の
御
代
に
あ
た
る

天
平
八
年
（
七
三
六
）
と
い

開
山
徳
達
上
人
。
4
j
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本
尊
で
あ
る
十

　
　
　
　
　
　
徳
遭
上
人
の
本

含
蓄

こ
Ｕ
・

　
　
　
　
　
　
衆
生
済
度
の
願

長
谷
観
音
　
そ
の
後
ヽ
相
州

当
山
創
建
の
礎
と
な
遍

古
来
よ
り
坂
東
三
十
三

の
古
刹
で
あ
り
ま
す
。

芦
あ
た
る
藤
原
房
前
。

1
9
8
ｙ`
年
（
七
二
こ
に

Ｊ
9 1
ｙ
ら
刻
出
さ
れ
た

　
翁
　
和
の
長
谷
寺
の

面
い

薩
に
よ
っ
て

聊
に
忖
ぐ

と
し
て
民
衆
の
信
仰
を

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
め
、
「
長
谷
観
音
」
の
通
称
で
統
し
ま
れ
る
尊
像
は
総
高
九
・

単
ｉ
（
浄
土
宗
系
）
　
一
八
米
あ
り
、
本
邦
で
も
最
大
級
の
木
造
観
音
と
い
わ
れ
ま
す
。

一
開
門
時
間

　
夏
時
間
（
三
月
～
九
月
）

　
　
　
　
午
前
八
時
～
午
後
五
時

　
冬
時
間
（
十
月
～
二
月
）

　
　
　
　
午
前
八
時
～
午
後
四
時
半

一
宝
物
館

　
入
場
料
二
〇
〇
円
（
小
学
生
一
〇
〇
円
）

　
火
曜
休
館
（
但
し
、
祝
祭
日
は
開
館
）

■
交
通
案
内

　
江
ノ
電
長
谷
駅
下
車
、
徒
歩
五
分

■
駐
車
場
有
り

　
〒
二
四
八
－
○
○
一
六

　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
長
谷
平
十
一
一
二

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
○
四
六
七
‐
ニ
ニ
ー
六
三
〇
〇

　
Ｆ
Ａ
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・
○
四
六
七
一
二
二
Ｉ
六
三
〇
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